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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）
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聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
と
千

葉
興
業
銀
行
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
く
中
核
事
業
と
し
て
九
月

十
日（
金
）、
聖
徳
大
学
松
戸
キ

ャ
ン
パ
ス
で
千
葉
県
産
食
材
見

本
市
「
千
産
千
商
２
０
１
０
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
見
本
市
に

は
、
県
内
の
食
材
関
連
企
業
十

六
社
が
参
加
し
て
自
社
製
品
を

展
示
・
即
売
し
た
ほ
か
、
総
合
文

化
学
科
の
学
生
が
出
展
企
業
な

ど
の
食
材
を
使
っ
て
、
料
理
や

お
菓
子
を
調
理
・
製
作
し
、
参
加

地
元
、
千
葉
県
で
九
月
二
十

五
日（
土
）か
ら
開
幕
中
の
第
六

十
五
回
国
民
体
育
大
会
「
ゆ
め

半
島
千
葉
国
体
」
に
、
大
学
・

附
属
高
校
の
選
手
が
出
場
し

て
い
ま
す
。

九
月
二
十
二
日（
水
）に
は
、

大
学
に
て
壮
行
会
が
行
わ
れ
、

川
並
弘
昭
学
園
長
よ
り
温
か
い

激
励
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

九
月
二
十
五
日（
土
）の
総
合
開

会
式
で
は
、
式
典
音
楽
隊
の
指

揮
を
音
楽
学
部
演
奏
学
科
の

関
根
剛
二
教
授
が
担
当
、
式
典

前
演
技
に
附
属
女
子
中
学
校
・

高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
が
出
演

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
中
学

校
・
高
等
学
校
後
援
会
合
唱
団

「
ア
コ
ー
ル
聖
徳
」
も
合
唱
隊

の
一
団
体
と
し
て
登
場
し
ま

し
た
。
十
月
五
日（
火
）の
総
合

閉
会
式
も
音
楽
隊
の
指
揮
を

関
根
教
授
が
担
当
、
式
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
附
属
女
子
高
等
学
校
バ
ト

ン
部
が
出
演
、
ま
た
、
開
会
式

で
も
活
躍
し
た
ア
コ
ー
ル
聖
徳

も
再
登
場
し
ま
す
。

熱
い
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

し
た
食
材
関
連
業
者
や
一
般
市

民
約
八
百
人
に
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
見
本
市
と
並
行
し
て
、

料
理
評
論
家
・
木
村
ま
さ
子
さ
ん

の
「
育
み
、
は
ぐ
く
ま
れ
」
と
題

す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
木
村
さ

ん
は
約
五
百
人
の
聴
衆
を
前
に

「
親
と
子
の
関
わ
り
は
生
き
る
力

を
育
む
宝
で
あ
る
」
と
育
児
や

食
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
熱
っ

ぽ
く
語
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
と
千

葉
興
業
銀
行
と
の
連
携
協
定
は
、

今
年
五
月
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

強
化
を
目
指
す
総
合
文
化
学
科

と
、
地
場
産
業
の
育
成
を
図
る

千
葉
興
業
銀
行
と
が
共
同
で
、

学
術
・
文
化
の
振
興
と
地
域
社
会

へ
貢
献
す
る
こ
と
を
狙
い
に
結
ん

だ
も
の
で
す
。「
千
産
千
商
２
０

１
０
」
は
、
協
力
事
業
の
中
核
と

も
い
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

・短大生が千葉県産食材で料理の競演
千葉県産食材見本市「千産千商２０１０」開催

・同窓会ひじり会
リズム講習会保育界に定着

幼児教育専門学校

・十年目の姉妹校ＭＬＣ交換留学
附属女子中学校・高等学校

・勉強漬けの三日間を支え合って
筑波山勉強合宿

取手聖徳女子中学校・高等学校

・おいしくって楽しかった
「ポテトパーティー」 附属幼稚園

・第52回 千葉県吹奏楽コンクール
銀賞受賞 附属小学校

・大杉が行く！シリーズ No.5 
高原の大自然の中で、一生涯の仲間づくり
学外研修Ⅰ（志賀高原夏山旅行）

・いざ千葉国体！がんばれ聖徳選手団

▼

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

１０
月
１０
日（
日
）

第
２８
回

聖
徳
祭

無
限
大

〜
未
来
に
向
け
て
の
可
能
性
の
追
求
〜

▼

多
摩
中
央
幼
稚
園

１０
月
１７
日（
日
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

▼

八
王
子
中
央
幼
稚
園

１０
月
２４
日（
日
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

▼

幼
児
教
育
専
門
学
校

１１
月
３
日（
水
・
祝
）

文
化
祭
（
児
童
文
化
研
究
発
表
会
）

１１
月
３
日（
水
・
祝
）

聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り

▼

三
田
幼
稚
園

▼

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

▼

附
属
小
学
校

１０
月
１７
日（
日
）

第
２５
回

聖
徳
祭

つ
み
あ
げ
よ
う

ひ
ろ
げ
よ
う

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
く
し
た
ち
の

校
風
と
伝
統
を

テーマ
▼

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

１０
月
１１
日（
月
・
祝
）

第
２８
回

聖
徳
祭

十
人
十
色

〜
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
〜

短
大
生
が
千
葉
県
産
食
材
で
料
理
の
競
演

業
者
や
市
民
八
百
人
が
参
加

短大生製作の料理・菓子の試食コーナー

食材関連企業の出展コーナーのにぎわい

木村氏の講演

当
日
は
午
前
十
時
半
に
、
川

並
弘
昭
学
長
、
青
柳
俊
一
千
葉

興
業
銀
行
頭
取
が
、
大
学
八
号

館
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
の
見
本

市
会
場
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
。

出
展
企
業
の
方
々
を
前
に
、

ま
ず
青
柳
頭
取
が
「
見
本
市
開

催
に
当
た
っ
て
は
企
画
、
運
営

か
ら
レ
シ
ピ
開
発
、
調
理
に
い

た
る
ま
で
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
企
業
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
取

り
組
み
を
今
後
の
事
業
展
開
に

生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、
川
並
学
長
が
「
私

ど
も
と
し
て
は
お
手
伝
い
を
す

る
と
い
う
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
千
葉
県
の
産
品
が

全
国
に
広
ま
る
た
め
の
協
力
を

し
た
い
。
本
日
の
取
り
組
み
を

基
礎
と
し
て
、
年
々
大
き
な
取

り
組
み
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
大
の
目
玉
は
、

総
合
文
化
学
科
フ
ー
ド
・
調
理
ブ

ラ
ン
チ
、
製
菓
ブ
ラ
ン
チ
の
学

生
が
独
自
に
作
っ
た
レ
シ
ピ
や

「
千
葉
国
体
お
も
て
な
し
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
レ

シ
ピ
に
基
づ
い
て
学
生
が
調
理

し
た
料
理
七
品
目
と
、
学
生
が

製
作
し
た
お
菓
子
六
品
目
の
試

食
会
。
午
後
十
二
時
ご
ろ
に
は
、

来
場
し
た
一
般
市
民
の
方
々
で

見
本
市
会
場
か
ら
あ
ふ
れ
た
人

た
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ

ど
で
し
た
。

松
戸
市
内
か
ら
来
た
と
い
う

女
性
は
「
料
理
も
お
菓
子
も
大

変
お
い
し
か
っ
た
。
学
生
さ
ん

の
力
を
見
直
し
ま
し
た
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
展
企

業
の
担
当
者
は
「
試
食
用

と
し
て
四
百
食
を
持
っ

て
き
ま
し
た
が
す
べ
て

な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
盛
況
な
ら
、
商
品
を

持
っ
て
き
て
販
売
す
れ

ば
よ
か
っ
た
」
と
残
念
そ

う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

【
三
面
に
短
大
生
の
千
産

千
商
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ

「
梨
の
求
肥（
ぎ
ゅ
う
ひ
）

も
ち
」
を
掲
載
し
て
い
ま

す
】

い
ざ
千
葉
国
体
！
が
ん
ば
れ
聖
徳
選
手
団

「
千
葉
産
品
を
広
め
る
協
力

を
し
た
い
」
と
川
並
学
長

学
生
製
作
の
料
理
七
品
目

お
菓
子
六
品
目
が
大
人
気

千
葉
県
産
食
材
見
本
市
「
千
産
千
商
２
０
１
０
」
開
催

青柳頭取川並学長

斎藤 真智子
（大学児童学部児童学科

小学校教員養成コース３年）

●カヌー競技

成年女子カヌー
スラローム
カヤックシングル

森川　葵

（附属取手聖徳女子高３年）

●陸上競技

少年女子A100m

山内 裕香

（附属取手聖徳女子高２年）

●陸上競技

少年女子共通
棒高跳

山田あゆみ

（附属女子高３年）

●体操競技

少年女子
競技【補欠】

木下　天

（附属女子高３年）

●フェンシング競技

少年女子
フルーレ【補欠】
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今
年
も
学
生
か
ら
聖
徳
祭
の
ポ
ス
タ
ー
に
採

用
す
る
作
品
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
六
十
八
点

も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
佐
藤
え
り
奈
さ
ん

（
人
文
学
部
生
涯
教
育
文
化
学
科
三
年
）の
作

品
が
見
事
「
金
賞
」
に
輝
き
、
ポ
ス
タ
ー
へ
の

採
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。

１１
月
６
日（
土
）〜

７
日（
日
）

第
４６
回

聖
徳
祭

咲
か
せ
よ
う

な
で
し
こ
の
華

テーマ

聖徳祭 Information 2010

今
年
も
、
各
校
・
各
園
で
い
ろ
い
ろ
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
（
一
般
公
開
）

（平成22年9月25日現在）
詳細は各校へお問い合わせください。ポ

ス
タ
ー
の
採
用
作
品
が
決
定
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第１０回教職研究科

■市川市立大洲幼稚園 園長：梶山　 一

●「心豊かな幼児を育むために～豊富な体験・地域との交流をとおして～」を研究主
題に、発達段階にあった指導の充実を目指した、授業研究を行っている

●日々の保育においてもさまざまな交流活動を通して保育の向上を目指している

所在地：千葉県市川市大洲4-3-12 Tel：047-370-3648

●教員数 10人　●学級数 5 ●園児数 135人

特
色

■市川市立南行徳幼稚園 園長：齊藤　雅代

●「一人ひとりの育ちに応じた指導のあり方を考える」を研究テーマに、園児たちの発
達を促す環境のあり方を考え、個に応じた指導を大切にしている

●特別支援学級の園児は、通常学級との交流を通して、行動治療を行っている

所在地：千葉県市川市欠真間1-6-15 Tel：047-358-5333

●教員数 16人　●学級数 9 ●園児数 296人

特
色

■市川市立稲越小学校 校長：本多　成人

●小規模校の特性を生かした教育課程の編成をしている（稲越小学習メソッド［ともだち
いっぱい名人・漢字読み名人・漢字書き名人・計算道場］、家庭学習のきまりと家庭学
習カレンダー、寺子屋教室、異年齢集団活動の実践等）

●「一人ひとりの読む力を深めるために～豊かさと確かさの追究～」を研究主題とし、
読みの力を深めるためのさまざまな手立てを学習に取り入れ、検証授業を行っている

所在地：千葉県市川市稲越町518-2 Tel：047-373-8401

●教員数 10人　●学級数 6 ●児童数 149人

特
色

■市川市立鬼高小学校 校長：山u 繁

●「読書いっぱい・歌いっぱい・スポーツいっぱい・花いっぱい」を教育活動の柱とし、
特に「読書いっぱい」を重点に据え、読書教育に力を注いでいる

●毎年7月に実施される「おにたかっこまつり」は、学校と地域が一体となり、児童の健
全育成を目指した行事であり、鬼高小学校の大きな特色の一つとなっている

所在地：千葉県市川市鬼高2-13-5 Tel：047-335-0304

●教員数 43人　●学級数 32 ●児童数 1026人

特
色

今
年
で
第
三
十
四
回
を
迎
え

た
「
全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協

会（
ピ
テ
ィ
ナ
）主
催
に
よ
る
ピ

ア
ノ
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
で
約
四

万
人
の
参
加
者
に
よ
る
地
区
大

会
に
て
選
ば
れ
た
若
き
ピ
ア
ニ

ス
ト
た
ち
が
、八
月
十
九
日（
木
）

か
ら
三
日
間
、
東
京
で
の
全
国

決
勝
大
会
で
熱
演
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

聖
徳
大
学
で
は
、
音
楽

学
部
に
お
い
て
音
楽
の

専
門
教
育
を
行
い
、
児
童

学
部
お
よ
び
短
期
大
学

部
保
育
科
で
、
児
童
・
幼

児
教
育
者
養
成
の
一
環

と
し
て
、
学
生
の
ピ
ア
ノ

教
育
に
特
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
に
協
賛
し
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す
若
者

た
ち
の
励
み
に
な
る
よ
う

に
と
考
え
、そ
の
中
で
特
に

優
秀
な
演
奏
者
に
「
聖
徳
大
学

川
並
賞
」
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
三
日（
月
）に
開
催

さ
れ
た
全
国
決
勝
大
会
表
彰
式

に
お
い
て
、
聖
徳
大
学
川
並
賞
が

音
楽
学
部
演
奏
学
科
・
原
佳
之

教
授
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
四
名
の
方
々
か
ら

喜
び
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

（
手
紙
は
原
文
の
ま
ま
）

「
生
涯
学
習
社
会
」
と
い
う
言

葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
人
々
が
望
め
ば
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社

会
。
そ
し
て
、
ど
こ
で
学
ん
で
も

そ
の
成
果
が
正
当
に
評
価
さ
れ

る
社
会
。
そ
れ
が
生
涯
学
習
社

会
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
十
年
十
月
、
生
涯
学
習

の
推
進
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
研
究
、
資
格
に
関
す
る
研

究
・
調
査
、
大
学
を
活
用
し
た
学

び
直
し
に
関
す
る
研
究
な
ど
を

推
進
す
る
た
め
、「
聖
徳
大
学
生

涯
学
習
研
究
所
」
が
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
研
究
所
で
は
、
よ

り
よ
い
生
涯
学
習
社
会
実
現
の

た
め
、
自
治
体
と
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
の
人
た
ち
が
生

涯
学
習
に
触
れ
る
機
会
で
あ
る

「
楽
習
フ
ェ
ス
タ
」（
毎
年
六
月
）

の
開
催
、
生
涯
学
習
指
導
者
の

育
成
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
企
業
等
と

連
携
し
て
資
格
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
、

観
光
立
国
政
策
に
お
け
る
着
地

型
観
光
の
主
役
と
な
る
「
旅
の

も
て
な
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

と
い
う
民
間
資
格
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
に
よ
り
、
旅
行
業
従
事

者
や
専
門
の
機
関
・
大
学
以
外

の
一
般
の
人
た
ち
も
「
旅
程
管
理

主
任
者
」（
国
土
交
通
大
臣
認
定

資
格
）の
研
修
を
受
講
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。「
旅

の
も
て
な
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

の
資
格
を
取
得
し
た
本
学
の
学

生
も
、「
旅
程
管
理
主
任
者
」
に

合
格
し
、
観
光
・
旅
行
関
連
の
企

業
等
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
研
究
所
の
活
動
は

地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
新
し
い
分
野
の
研
究
を
進
め
、

特
に
学
生
が
活
躍
す
る
分
野
の

研
究
開
発
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

所
長
の
伝
言
板
（
第
三
回
）

学
生
が
活
躍
す
る
分
野
の

研
究
開
発
に
挑
戦
し
た
い

聖徳大学
生涯学習研究所長

福留 強
教授

次
回
は
、
心
理
教
育
相
談
所
が

登
場
し
ま
す
。

七
月
二
十
四
日（
土
）、
夏
の

恒
例
行
事
「
第
四
十
三
回
Ｓ
Ｅ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
子
ど
も
の
心
〜
み
つ
め
る
、

ふ
れ
る
、
と
も
に
〜
」
を
総
合

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
連
日
の
猛
暑

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、当
日
は
、

幼
稚
園
、
保
育
園
の
先
生
方
を

中
心
に
約
六
百
七
十
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
中
の
全
体
会
は
、
川
並

香
順
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
、
俳

優
・
作
家
・
歌
手
と
し
て
、
Ｔ
Ｖ

や
舞
台
で
幅
広
く
活
躍
し
て

い
る
高
見
の
っ
ぽ
氏
に
よ
る
、

「
小
さ
い
人
と
の
つ
き
合
い

方
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
大
人
と
子

ど
も
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

「
大
人
が
子
ど
も
と
接
す
る
と

き
に
は
、彼
ら
に
敬
意
を
示
し
、

丁
寧
に
接
す
る
こ
と
」
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
講
演
後

は
、
高
見
氏
等
に
よ
る
、
受
講

者
を
舞
台
に
上
げ

て
の
工
作
実
演

や
、
本
学
学
生
が

賛
助
出
演
し
て
の

手
話
コ
ー
ラ
ス
が

行
わ
れ
、
会
場
は

笑
顔
と
感
動
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
十
一
の

分
科
会
で
は
、
音

楽
・
図
画
工
作
・
体

育
の
実
技
や
、
実

践
で
役
に
立
つ
事

例
や
問
題
研
究
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
身
体

を
動
か
す
こ
と

で
、
ま
た
は
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
通
し
て
、
講

師
・
受
講
者
同
士
が
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
保
育
の
技
能
や
実

践
力
を
高
め
、
充
実
し
た
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
会
講
師
に「
の
っ
ぽ
さ
ん
」
を
迎
え
て

第
四
十
三
回

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
夏
期
保
育
大
学
開
催

「楽習フェスタ2010
～第12回聖徳大学生涯学習フォーラム～」の様子

高見のっぽ氏

「第9分科会・人形を作ってあそぼう」で完成作品を手に

第
三
十
四
回

ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

全
国
決
勝
大
会

未
来
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
四
人
に

聖
徳
大
学
川
並
賞
を
授
与

左より、佐藤さん、平間さん、原教授、渡邉さん、横山さん

連携協力校（園）の紹介 Vol.7

前回に引き続き、教職研究科の学生が総合実習の授業において、学校経営や
教育活動を総合的に体験する連携協力園を2つ、協力校を2つ紹介します。

教職大学院ニュース

●
ソ
ロ
部
門
Ｆ
級（
高
等
学
校
三
年
生
以
下
の
部
）

●
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１
（
二
十
三
歳
以
上
音
楽
愛
好
者
の
部
）

平
間
今
日
志
郎
さ
ん（
大
阪
府
）

こ
の
度
は
貴
社
ご
協
賛
の
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
全
国
決
勝
大
会
の
Ｆ
級
に
お
い
て
金
賞
、
そ
し
て
「
聖
徳
大
学
川

並
賞
」
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
ま
た
一
層
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は

取
り
急
ぎ
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

横
山
智
一
さ
ん（
東
京
都
）

こ
の
度
は
、
二
〇
一
〇
年
度
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
グ
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ズ
部
門
Ａ
１
カ
テ
ゴ
リ
ー
第
一
位
の
受
賞
に

伴
い
、
聖
徳
大
学
川
並
賞
及
び
、
褒
賞
金
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
の
研
鑽
の
為
に
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
思
い
ま
す
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

渡
邉
咲
季
さ
ん（
神
奈
川
県
）

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
て

大
変
嬉
し
く
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
緊
張
も
し

ま
し
た
が
、
憧
れ
て
い
た
浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル
で
弾
か
せ
て
頂
け
る

と
い
う
こ
と
で
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
大
切
に
し
、
音
楽
を
真
剣
に
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
藤
優
さ
ん（
福
島
県
）

こ
の
度
は
、
聖
徳
大
学
川
並
賞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
、
音
楽
の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
め
て
、

日
々
、
自
分
な
り
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
音
高
へ
進
み
た
く
て
受

験
も
し
ま
し
た
が
、
力
及
ば
ず
地
元
の
普
通
高
校
に
通
い
な
が
ら

音
楽
の
勉
強
を
続
け
て
お
り
ま
す
。（
福
島
に
音
高
が
な
い
か
ら
で

す
。）大
学
こ
そ
は
、
音
楽
専
門
に
勉
強
で
き
る
環
境
を
、
と
希
望
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
あ
り
が
た
い
褒
賞
金
は
そ

れ
ら
の
勉
強
の
際
に
あ
り
が
た
く
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
く
し
ゅ
う
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総
合
文
化
学
科
で
は
、
八
月

二
十
八
日（
土
）、
大
学
十
号
館

に
て
、
卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
支

援
を
目
的
と
し
た
「
第
三
回
ビ

ソ
シ
エ
・
ウ
ー
マ
ン
の
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
は
二
十
二

名
の
卒
業
生
と
約
三
十
名
の
教

職
員
が
参
加
し
、
恩
師
や
友
人

と
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

こ
の
会
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
室

の
協
力
を
得
て
、
卒
業
生
自
ら

が
案
内
状
の
作
成
や
会
場
の
飾

り
付
け
を
し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
取
り
入
れ
る
等
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
を
決
め
、
運
営
し
て

い
ま
す
。

最
初
に
、
毎
年
恒
例
の
近
況

報
告
が
あ
り
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
五
名
の
ビ
ソ
シ
エ
・
ウ
ー

マ
ン
か
ら
は
、「（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
ラ
ン
チ
で
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
）パ
タ
ン
ナ
ー
の
仕
事
を

し
て
い
る
」「
Ｉ
Ｔ
業
界
は
今
、

苦
し
い
状
況
な
の
で
、
皆
で
協

力
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
り

た
い
」「
仕
事
を
辞
め
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
る
が
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
室
や
先
生
方
に
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
頑

張
っ
て
い
る
」
等
の
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
の
菊
入

哲
夫
室
長
が
、「
今
日
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
仕
事
を
辞
め
な
い

で
、
頑
張
っ
て
い
く
と
確
信
し

て
い
る
」
と
卒
業
生
を
激
励
し

ま
し
た
。

昨
今
の
就
職
内
定
率
の
低
下

で
、
会
の
運
営
も
厳
し
い
状
況

で
す
が
、
仕
事
や
再
就
職
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
多
く
の
卒

業
生
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
本
学
科
で
は
新
企
画
を
考

案
中
で
す
。

卒
業
生
の
つ
な
が
り
を
生
か
す

第
三
回
「
ビ
ソ
シ
エ
・
ウ
ー
マ
ン
の
会
」
開
催

総
合
文
化
学
科

短
期
大
学
部

国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
書
道

展
で
あ
る
「
第
二
十
七
回
読
売

書
法
展
」
が
、
八
月
二
十
日

（
金
）か
ら
二
十
九
日（
日
）ま

で
、
国
立
新
美
術
館
お
よ
び
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
書
道
の
グ
ラ
ン

プ
リ
で
あ
る
「
第
十
五
回
全
日

本
高
校
・
大
学
生
書
道
展
」
が
、

八
月
二
十
四
日（
火
）か
ら
二

十
九
日（
日
）ま
で
、
大
阪
市
立

美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
人
文
学
部
日
本
文

化
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス
の

学
生
が
、
読
売
書
法
展（
総
出

品
数
は
二
万
八
千
百
四
十
三

点
）で
過
去
最
多
の
十
一
名
が

入
賞
・
入
選
、
全
日
本
高
校
・
大

学
生
書
道
展（
総
出
品
数
は
一

万
千
八
百
六
十
八
点
）で
七
名

が
上
位
入
賞
す
る
快
挙
を
果

た
し
ま
し
た
。
書
道
芸
術
の
将

来
を
担
う
学
生
た
ち
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

第
二
十
七
回
　
読
売
書
法
展

（
読
売
新
聞
社
、
読
売
書
法
会
主
催
）

〈
秀
逸
〉

郷
野
　
多
恵
子
さ
ん（
四
年
）

小
関
　
保
奈
美
さ
ん（
三
年
）

〈
入
選
〉

小
田
　
麻
里
子
さ
ん（
四
年
）

黒
澤
　
亜
純
　
さ
ん（
四
年
）

佐
々
木
　
舞
　
さ
ん（
四
年
）

三
幣
　
素
子
　
さ
ん（
三
年
）

野
中
　
亜
紀
子
さ
ん（
三
年
）

坂
内
　
里
奈
　
さ
ん（
三
年
）

山
崎
　
ま
ゆ
　
さ
ん（
三
年
）

今
野
　
加
奈
子
さ
ん（
二
年
）

山
中
　
百
合
恵
さ
ん（
二
年
）

第
十
五
回
　

全
日
本
高
校
・
大
学
生
書
道
展

（
読
売
新
聞
社
、
日
本
書
芸
院
主
催
）

〈
書
道
展
賞
〉

郷
野
　
多
恵
子
さ
ん（
四
年
）

山
中
　
百
合
恵
さ
ん（
二
年
）

〈
優
秀
賞
〉

小
田
　
麻
里
子
さ
ん（
四
年
）

黒
澤
　
亜
純
　
さ
ん（
四
年
）

小
関
　
保
奈
美
さ
ん（
三
年
）

山
崎
　
ま
ゆ
　
さ
ん（
三
年
）

今
野
　
加
奈
子
さ
ん（
二
年
）

日
本
文
化
学
科
書
道
文
化
コ
ー
ス

大
学二

大
書
道
展
で

実
力
発
揮

読
売
書
法
展
で

過
去
最
高
二
名

入
賞

材料：（8人分）
白玉粉：200g
梨のピューレ：240g
水：100g
グラニュー糖：400g
梨のピューレ：100g
片栗粉：30g
和三盆糖：150g

作り方

［１］白玉粉に梨のピューレ（240g）と水を加えて練る。
［２］蒸し器にぬれ布巾を敷き、［１］を流し入れて蒸す。（15分）
［３］蒸し上がった生地を鍋に移し、梨のピューレ（100g）を少しずつ加え

ながら加熱して生地を柔らかくする。
［４］加熱して生地を練りながら、グラニュー糖（水あめ）を少しずつ加え、

粘りのある求肥に練り上げていく。
［５］型に片栗粉と和三盆糖を合わせた物を敷き、出来上がった求肥を入

れて常温で冷ます。
［６］冷めたら一口大に切り、片栗粉入り和三盆糖を全体にまぶす。

千
産
千
商
２
０
１
０

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
紹
介

本
紙
一
面
で
紹
介

総
合
文
化
学
科

短
期
大
学
部

第２７回 読売書法展　入賞・入選作品

郷野多恵子小関保奈美山中百合恵

作ってみ
よう！ 梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち梨の求肥（ぎゅうひ）もち

※
ビ
ソ
シ
エ
・
ウ
ー
マ
ン
の
ビ
ソ
シ
エ

（BISO
C
IE

）と
は
、「becom

e
in-

dependent
in
society

」（
社
会

的
自
立
）の
略
称
で
あ
り
、
自
立
し

た
女
性
の
育
成
を
め
ざ
す
、
本
学
科

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
象
徴
す
る
名

称
で
す
。

卒業生による近況報告

恩師と卒業生たち

!
自
然
の
ク
ー
ラ
ー
の
中
で

ハ
イ
キ
ン
グ

研
修
で
は
、
森
林
浴
を
満
喫
。

二
日
目
に
は
、
県
の
天
然
記
念

物
で
あ
る
田
の
原
湿
原
を
含

む
、
所
要
時
間
約
一
時
間
半
、

距
離
五
㎞
の
自
然
探
勝
コ
ー
ス

を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。
こ

の
時
期
、
東
京
は
猛
暑
で
し
た

が
、
高
原
は
二
十
℃
前
後
と
な

ん
と
も
贅
沢
な
気
候
で
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
普
段
接
す
る
こ

と
が
な
い
木
道
に
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
次
第
に
足
も
軽
く

な
り
、
思
い
思
い
に
合
唱
す
る

学
生
た
ち
も
現
れ
、
近
い
将
来
、

幼
児
教
育
を
支
え
て
い
く
学
生

の
快
活
な
一
面
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、「
こ

こ
で
一
緒
に
歩
く
こ
と
が
な
け

れ
ば
、（
お
互
い
に
）授
業
の
こ

と
、
出
身
地
の
こ
と
、
趣
味
の

こ
と
と
か
こ
ん
な
に
語
る
こ
と

な
か
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
い
た

学
生
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
午
後
に
、
蓮
池
や
丸

池
周
辺
も
散
策
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
三
日
目
に
は
、
こ
の

日
の
倍
の
十
㎞
を
歩
く
、
四
十

八
池
・
大
沼
池
を
め
ぐ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
。

"
夜
も
仲
間
と
歌
っ
て
、

踊
っ
て

こ
の
ほ
か
に
も
、
一
日
目
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
志

賀
の
夜
空
の
下
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
二
日
目
の
ク

ラ
ス
対
抗
の
か
く
し
芸
大
会
で

踊
り
や
歌
、
演
奏
を
披
露
す
る

な
ど
、
朝
か
ら
夜
ま
で
、
学
生

が
教
員
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

い
時
間
を
共
有
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
裏
方
な
が
ら
全
日
程

を
通
じ
て
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
生
活

委
員
や
室
長
の
学
生
が
点
呼
か

ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
連
絡
ま
で

を
こ
な
し
て
研
修
を
支
え
ま
し

た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
変
な

面
も
時
折
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
学
生

自
身
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
生
き
て

く
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

大杉が行く！No.5
新米
広報

シリーズ①
自
然
の
ク
ー
ラ
ー
の

中
で
ハ
イ
キ
ン
グ

②
夜
も
仲
間
と
歌
っ
て
、

踊
っ
て

本
学
の
建
学
の
精
神
「
和
」
を
学
ぶ
聖
徳
教
育
の
一
環
と
し
て
、
大

学
、
短
期
大
学
部
の
一
年
生
を
対
象
に
「
学
外
研
修
Ⅰ
」
が
八
月
下

旬
か
ら
九
月
初
旬
ま
で
の
期
間
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、

長
野
県
志
賀
高
原
に
て
三
泊
四
日
、
社
会
人
と
な
る
た
め
の
規
則
正

し
い
団
体
生
活
を
通
じ
て
、
自
制
心
を
養
い
、
他
人
に
対
す
る
思
い

や
り
の
気
持
ち
を
涵
養
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
今
回
、
大
杉
が
八

月
三
十
日（
月
）か
ら
九
月
二
日（
木
）ま
で
実
施
さ
れ
た
研
修
の
第
一

班（
児
童
学
部
、
短
大
部
保
育
科
）に
同
行
し
ま
し
た
。

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

高
原
の
大
自
然
の
中
で
、一
生
涯
の
仲
間
づ
く
り

学外研修Ⅰ
（志賀高原夏山旅行）

すべてのボートが出たために丸池は渋滞していました

約800名の学生が列をなして進む姿は壮観です

今
回
は
、
千
葉
県
産
食
材
見

本
市
「
千
産
千
商
２
０
１
０
」
に

登
場
し
た
、
総
合
文
化
学
科
製

菓
ブ
ラ
ン
チ
の
学
生
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
、「
梨
の
求

肥
も
ち
」
を
紹
介
し
ま
す
。

松
戸
名
産
の
白
玉
粉
と
市
川

の
梨
で
求
肥
も
ち
に
し
ま
し
た
。

千
葉
県
特
産
の
梨
を
使
用
し
、

優
し
い
甘
さ
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。

「没後１１０年トゥールーズ＝ロートレック」展

聖徳大学開学２０周年および人間栄養学部新設を記念
し、本学所蔵の学術コレクションの中から、フランス後期
印象派の画家ロートレックの作品を展示しております。

“エスタンプ・オリジナル”誌の表紙（1893年）

特別展覧会

会場／聖徳大学８号館１階ギャラリー
会期／11月30日（火）まで

会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！会期延長！！

・
一
口
メ
モ

お問い合わせ　聖徳大学川並記念図書館　TEL.０４７（３６５）１１１１［大代］
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

今
年
で
十
回
目
の
節
目
を
迎

え
る
姉
妹
校
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
「
Ｍ
Ｌ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
」

へ
の
交
換
留
学
は
、
六
月
一
日

（
火
）か
ら
十
一
日
間
の
短
期
に

六
名
、
六
十
八
日
間
の
長
期
に

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

現
地
時
間
の
早
朝
六
時
、
シ

ド
ニ
ー
空
港
に
到
着
し
、
Ｍ
Ｌ

Ｃ
ス
ク
ー
ル
で
日
本
語
の
授
業

を
担
当
し
て
い
る
ア
ー
ロ
ン
先

生
の
出
迎
え
を
受
け
、
学
校
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
校
内
や
学

校
生
活
の
説
明
を
受
け
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
シ
ス
タ

ー
と
緊
張
の
面
持
ち
で
対
面
を

済
ま
せ
る
と
、
す
ぐ
に
ス
ク
ー

ル
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
始
め
は
な
か
な

か
雰
囲
気
に
溶
け
込
む
こ
と
が

で
き
ず
に
い
た
生
徒
た
ち

も
、
徐
々
に
打
ち
解
け
、

積
極
的
に
授
業
に
取
り
組

ん
だ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

期
間
中
に
は
、ス
ク
ー
ル

の
計
ら
い
も
あ
り
、
シ
ド

ニ
ー
近
郊
の
国
立
公
園
で

あ
る
「
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
」
へ
の
一
日
観
光
に
出

か
け
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
雄
大
な
自
然
を

満
喫
す
る
と
と
も
に
、
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
規

模
の
風
景
に
一
同
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
中
で
、
多
民
族
国
家

ら
し
く
活
気
に
溢
れ
た
町
並
み

や
文
化
等
、
多
く
の
こ
と
を
感

じ
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

姉
妹
校
締
結
か
ら
十
年
間
、

両
校
の
親
善
に
多
大
な
ご
尽
力

を
く
だ
さ
っ
た
ス
ト
ー
ン
校
長

先
生
が
今
年
度
限
り
で
退
任
さ

れ
る
と
い
う
知
ら
せ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
両
校
生

徒
が
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
よ
り

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

七
月
九
日（
金
）か
ら
二
十
四

日（
土
）ま
で
の
期
間
、
附
属
女

子
高
等
学
校
の
生
徒
十
二
名

は
、
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
に
行

き
ま
し
た
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
カ

レ
ッ
ジ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
生
徒
た
ち
が
集
ま
り
、
英
語

の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
最
初
は
英
語

を
聞
き
取
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い

で
、
自
分
か
ら
会
話
を
す
る
こ

と
に
消
極
的
で
し
た
。
し
か
し
、

先
生
の
レ
ッ
ス
ン
や
働
き
か
け

で
少
し
ず
つ
積
極
的
に
な
っ
て

い
き
、
研
修
が
終
わ
る
こ
ろ
に

は
、
多
く
の
国
の
生
徒
た
ち
と

仲
良
く
な
り
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
交
換
す
る
な
ど
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

週
末
は
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
や
ス
ト
ラ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
ア
ポ
ン
エ
イ
ボ

ン
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
や
ロ
ン

ド
ン
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
見

る
も
の
、
聞
く
も
の
す
べ
て
が

刺
激
的
で
、
生
徒
た
ち
は
ガ
イ

ド
さ
ん
の
話
に
し
っ
か
り
と
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
夜
の
ジ
ャ

パ
ン
デ
イ
で
は
、
各
班
ご
と
に

日
本
文
化
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
は

っ
ぴ
を
着
て
ソ
ー
ラ
ン
節
を
踊

り
ま
し
た
。
観
衆
も
巻
き
込
ん

で
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

修
了
式
で
は
、
先
生
方
か
ら

の
「
本
当
に
よ
い
生
徒
た
ち
で

し
た
。
も
う
少
し
こ
こ
で
勉
強

を
続
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
戻
っ

て
お
い
で
」
と
の
言
葉
に
、
生
徒

た
ち
は
涙
を
見
せ
な
が
ら
、
修

了
証
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ま
た
必
ず
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
た

い
」
と
、
十
二
名
全
員
が
言
っ

て
い
ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し

た
二
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

十
年
目
の
姉
妹
校

Ｍ
Ｌ
Ｃ
交
換
留
学

ソ
ー
ラ
ン
節
で
国
際
交
流

イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修

MLCスクールの正門

ブルーマウンテンにて

ソーラン節で盛り上がった最終日の夜

ひ
じ
り
会
の
大
き
な
活
動

の
一
つ
で
あ
る
「
夏
期
リ
ズ
ム

講
習
会
」
は
、
今
回
で
二
十
九

回
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
は
八

月
二
十
九
日（
日
）、
聖
徳
大
学

体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

附
属
幼
稚
園
の
教
員
を
含
め
、

幼
稚
園
、
保
育
園
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
る
先
生

方
が
約
百
八
十
名

参
加
し
、
活
気
の

あ
る
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

短
期
大
学
部
保

育
科
の
中
野
真
紀

子
准
教
授
の
指
導

の
下
、「
楽
し
い

表
現
あ
そ
び
２
０

１
０
」
の
テ
キ
ス

ト
に
沿
っ
て
、
参

加
者
は
生
き
生
き

と
し
た
新
し
い
動

き
と
大
き
な
表
現

で
踊
り
を
展
開
し

ま
し
た
。
一
曲
終

わ
る
た
び
に
周
り

の
参
加
者
と
ほ
ほ

笑
み
を
交
わ
す
な
ど
、
子
ど
も

の
気
持
ち
に
な
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
回
で

四
回
目
。
毎
年
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
保
育
に
活
用
で
き
る
も

の
ば
か
り
で
す
」「
中
野
先
生

の
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
て
う
れ
し
い
。
い
い
汗
か
き

ま
し
た
。
卒
業
生
で
よ
か
っ
た

で
す
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。ひ

じ
り
会
研
修
旅
行
が
、
八

月
二
十
日（
金
）か
ら
二
十
三

日（
月
）ま
で
の
間
、
三
泊
四
日

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
の

猛
暑
を
離
れ
、
北
海
道
の
涼
風

の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。特
に
、

函
館
の
昼
の
風
景
と
夜
景
は

共
に
美
し
く
、印
象
的
で
し
た
。

先
輩
・
後
輩
で
心
豊
か
な
時
間

を
過
ご
せ
た
こ
と
が
、
参
加
者

の
声
や
笑
顔
か
ら
う
か
が
え

ま
し
た
。

八
月
二
日（
月
）か

ら
四
日（
水
）に
か
け

て
、
一
部
一
年
生
と

二
部
一
年
生
は
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
・
か

す
が
荘
（
長
野
県
佐

久
市
）に
て
、「
学
外

研
修
Ⅰ
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
研
修
の

目
的
は
、
集
団
生
活

の
中
で
自
制
心
を

養
い
、
自
分
自
身
を

見
極
め
る
こ
と
で

す
が
、
教
員
や
同
級

生
と
の
親
睦
を
図

る
こ
と
や
、
自
然
環

境
や
地
球
環
境
へ
の
関
心
を
深

め
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。初

日
は
、
白
樺
湖
で
自
主
見

学
を
し
た
後
、
入
村
式
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
い
う
内
容

で
し
た
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が

研
修
の
目
的
を
理
解
し
、
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

二
日
目
は
、「
春
日
の
森
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
」
を
散
策
し
ま
し

た
。
出
発
前
と
後
に
、
唾
液
に

含
ま
れ
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
を
測
定

し
、「
森
林
を
歩
く
こ
と
が
体
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
効
果

が
あ
る
」
こ
と
を
科
学
的
に
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

屋
外
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
満

腹
に
な
っ
た
後
は
、
陶
芸
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
の
方

に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
思
い
思
い
の
作
品
作
り
に

没
頭
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ク

ラ
ス
ア
ワ
ー
で
は
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
で
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
浅
間
山
の
ふ
も

と
の
鬼
押
出
し
園
を
見
学
し
た

後
、
お
ぎ
の
や
横
川
本
店
で
釜

飯
の
昼
食
を
取
り
、
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

学
生
の
笑
顔
も
絶
え
な
い
充
実

し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
あ

る
学
生
は
、「
専
門
学
校
は
、
社

会
に
出
て
す
ぐ
働
く
こ
と
の
で

き
る
よ
う
に
学
生
を
育
て
、
訓

練
す
る
と
こ
ろ
な
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

ひ
じ
り
会

同
窓
会

▼

近
況
報
告
▲

学
外
研
修
Ⅰ

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

志
賀
高
原
で
ス
ト
レ
ス
軽
減

後
期（
二
学
期
）授
業
が
い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
本
校
で

は
前
期（
一
学
期
）に
引
き
続
き
、

保
護
者
に
対
し
て
、
す
べ
て
の

授
業
や
行
事
を
開
放
し
、
授
業

見
学
を
実
施
し
ま
す
。
授
業
見

学
終
了
後
は
、
担
任
と
の
面
談

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

校
の
教
育
理
念
を
ご
理
解
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
家
庭
で
の

学
業
へ
の
ご
援
助
を
い
た
だ
く

た
め
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
後
期
も
ぜ
ひ
授
業
見
学
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

春日の森セラピーロードにて
体育館でリズミカルに体を動かす参加者たち

●
ご
案
内

保
護
者
の

授
業
見
学
を

実
施
し
ま
す

（
専
門
学
校
）

修了式にて

リ
ズ
ム
講
習
会

保
育
界
に
定
着

同
級
生
の
絆
を
深
め
る

北
海
道
研
修
旅
行

〈後期（二学期）授業見学の日程〉

※土曜日は、実習オリエンテーション
および補講などを実施いたします。
不定期になりますので、お問い合わせ
の上、お申し込みください。

実施期間 平成２２年９月２１日（火）

平成２３年１月１４日（金）

見学時間 １時限目～７時限目
全授業

●「授業見学申し込み書」でお申し込み
ください。
●ご質問・お問い合わせは、本校学生
サポートセンターまでお気軽にご連絡
ください。

Tel:03-5476-8811
Fax:03-5476-8820

〜
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取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

筑
波
山
勉
強
合
宿

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

七
月
六
日（
火
）、
附
属
小
学

校
創
立
当
初
か
ら
の
伝
統
行
事

で
あ
る
「
七
夕
ま
つ
り
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の

お
客
様
を
お
迎
え
し
、
七
夕
に

ま
つ
わ
る
歌
や
合
奏
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
七
夕
の
発
表
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
行
事
で
あ
る
七

夕
は
、
天
の
川
を
は
さ
ん
で
離

れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
織
姫
と
彦

星
が
、
一
年
に
一
度
だ
け
会
う

こ
と
を
許
さ
れ
る
と
い
う
す
て

き
な
伝
説
が
語
ら
れ
、
昔
か
ら

願
い
を
天
に
託
す
風
習
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
き
伝

統
を
取
り
入
れ
、
本
校
の
総
合

学
習
活
動
と
し
て
つ
く
り
上
げ

た
の
が
「
七
夕
ま
つ
り
」
で
す
。

会
場
の
体
育
館
に
は
一
年
生
か

ら
六
年
生
ま
で
計
六
本
の
笹
竹

が
飾
ら
れ
、
そ
の
笹
に
は
児
童

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
願
い
事
を

し
た
た
め
た
短
冊
が
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。「
一
り
ん
車
に
じ
ょ

う
ず
に
の
れ
ま
す
よ
う
に
」「
お

い
し
ゃ
さ
ん
に
な
っ
て
び
ょ
う

気
の
人
を
な
お
し
た
い
」
…
、

児
童
に
よ
っ
て
願
い
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

「
た
な
ば
た
さ
ま
」
斉
唱
、

「
き
ら
き
ら
星
変
奏
曲
」
合
奏
が

終
わ
る
と
、
次
は
い
よ
い
よ
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
七
夕
」の
発
表
で
す
。
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
元
本
校
教

諭
の
岩
上
廣
志
先
生
の
作
に
よ

る
も
の
で
、
本
校
独
自
の
音
楽
・

歌
・
演
技
が
融
合
し
た
も
の
で

す
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
代
表
児
童
や
音
楽
委
員
会
が

練
習
を
重
ね
、
ま
さ
に
全
校
が

一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。
織
姫
と
彦

星
が
天
の
神
の
怒
り
に
触
れ
て

引
き
離
さ
れ
、一
年
に
一
度
だ
け

の
再
会
が
果
た
さ
れ
る
感
動
的

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
児
童
た
ち
が

熱
意
を
込
め
て
表
現
し
ま
す
。

終
演
後
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
願
い
」
は
人
を
動
か
す
原
動

力
で
す
。
児
童
た
ち
は
、
自
身

の
願
い
を
胸
に
秘
め
つ
つ
、

日
々
の
学
習
や
生
活
に
い
そ
し

み
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
き

ま
す
。

附
属
小
学
校
は
、
七
月
三
十
一

日（
土
）に
行
わ
れ
た
「
第
五
十
二

回
千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
小
学
校
Ｂ
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
一

組
）で
、
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

毎
年
、
全
国
各
地
で
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
で
も
千
葉
県
は
「
吹
奏
楽

王
国
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
吹
奏
楽

が
盛
ん
で
、
ど
の
学
校
も
本
番
に

向
け
て
厳
し
い
練
習
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
本
校

の
場
合
、
朝
の
三
十
分
間
し
か
練

習
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ

り
、
公
立
学
校
の
半
分
以
下
の
練

習
量
で
コ
ン
ク
ー
ル
を
乗
り
切

っ
て
い
く
に
は
、
少
な
い
時
間
で

い
か
に
効
率
よ
く
練
習
を
進
め

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
が
い
か
に
意
識
を

高
く
持
つ
か
と
い
う
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年

度
は
パ
ー
ト
ご
と
の
レ
ッ
ス
ン

を
中
心
に
し
、
精
度
を
上
げ
る
努

力
を
し
て
き
ま
し
た
。

大
学
附
属
の
小
学
校
で
あ
る

本
校
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
聖

徳
大
学
と
の
連
携
で
す
。
七
月
二

十
日（
火
）、
二
十
七
日（
火
）の
二

日
間
、
音
楽
学
部
の
教
員
が
来
校

し
、
特
別
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ

で
活
躍
す
る
大
学
教
員
に
よ
る

レ
ッ
ス
ン
は
、
児
童
た
ち
に
と
っ

て
は
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。
な
に

よ
り
本
物
の
「
音
」
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
が
、
最
大
の
収
穫

で
す
。
た
っ
た
二
日
間
で
見
違
え

る
ほ
ど
音
が
変
わ
り
、
本
番
に
向

け
て
の
意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
。

願
い
よ
、
天
に
と
ど
け
七
夕
ま
つ
り

第
五
十
二
回
千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞
受
賞

心
和
む

「
敬
老
の
日
の
集
い
」

八
王
子
中
央
幼
稚
園

夏
休
み
の
想
い
出

「
夏
休
み
作
品
展
」

三
田
幼
稚
園

夏
休
み
に
入
る
前
、
園
児
た

ち
に
「
お
休
み
に
な
っ
た
ら
何

し
て
遊
ぶ
の
か
な
？
」
と
尋
ね

る
と
、「
海
に
行
く
」「
プ
ー
ル

に
行
く
」「
田
舎
に
行
く
」「
パ

パ
と
マ
マ
と
お
出
か
け
す
る
」

な
ど
と
思
い
思
い
の
言
葉
が
返

っ
て
き
ま
す
。

ご
両
親
と
も
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
の
で
な
か
な
か
時
間
が

取
れ
な
か
っ
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん

が
生
れ
た
ば
か
り
で
出
か
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
と
家
庭
の
事
情
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
園
児
た

ち
に
と
っ
て
は
待
ち
に

待
っ
た
楽
し
い
夏
休
み

で
す
。
そ
こ
で
、
長
い
休

み
中
に
作
っ
た
り
、
描
い

た
り
し
た
作
品
を
二
学

期
早
々
の
土
曜
日
に
展

示
し
、
親
子
で
見
学
す
る

「
夏
休
み
作
品
展
」
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す（
今
年

は
九
月
四
日（
土
）に
実

施
し
ま
し
た
）。

貝
殻
を
集
め
た
り
、
紙
粘
土

で
人
形
を
作
っ
た
り
、
ビ
ー
ズ

を
使
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
空
き

箱
を
利
用
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
作

る
な
ど
、
創
意
工
夫
の
見
ら
れ

る
作
品
が
集
ま
り
ま
す
。
自
分

で
育
て
た
朝
顔
の
押
し
花
も
あ

り
、「
こ
ん
な
に
大
き
い
花
が
咲

い
た
の
ね
」
と
、
作
品
を
見
て

親
子
の
会
話
が
弾
み
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
親
子
で
の
共
同
作
業

の
作
品
も
あ
り
、「
来
年
は
パ
パ

も
頑
張
る
ぞ
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
す
が
、
ど
れ
も
園
児
な

ら
で
は
の
力
作
で
、
楽
し
く
夢

の
あ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。

小
学
校
で
は
、
自
分
た
ち
で

課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
つ
い

て
取
り
組
む
自
由
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の

作
品
展
も
「
幼
稚
園
版
の
自
由

研
究
」
と
い
え
ま
す
。「
楽
し
か

っ
た
夏
休
み
の
、
楽
し
か
っ
た

作
品
作
り
」
と
し
て
、
毎
年
取

り
入
れ
て
い
る
行
事
の
一
つ
で

す
。

手作りおもちゃで遊ぶ園児たち

毎
年
九
月
に
お
じ
い
様
、
お

ば
あ
様
を
お
招
き
し
て
、「
敬
老

の
日
の
集
い
」
を
行
っ
て
い
ま

す（
今
年
は
九
月
十
四
日（
火
）

に
実
施
し
ま
し
た
）。
こ
の
日
を

楽
し
み
に
遠
方
よ
り
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
見

ら
れ
ま
す
。

当
日
は
、
年
長
児
が
挨
拶

係
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
係
・
案
内
係
・

進
行
係
等
の
係
り
を
一
人
ひ
と

り
が
責
任
を
持
っ
て
務
め
、
迎

え
入
れ
か
ら
会
の
進
行
ま
で
す

べ
て
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学

年
ご
と
の
歌
や
合
奏
・
踊
り
を

披
露
し
、
そ
の
後
は
お
じ
い
様
、

お
ば
あ
様
と
十
分
に
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
と
り
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム

や
肩
た
た
き
・
リ
ズ
ム
遊
び
等

を
楽
し
み
ま
す
。

中
に
は
、
お
じ
い
様
、
お
ば

あ
様
が
来
ら
れ
な
い
園
児
も
い

ま
す
が
、
友
達
の
お
じ
い
様
、

お
ば
あ
様
が
自
分
の
孫
だ
け
で

な
く
、
一
人
ひ
と
り
を
優
し
く

見
守
り
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
だ

さ
り
、
園
児
た
ち
も
大
満
足
で

す
。
お
じ
い
様
、
お
ば
あ
様
の

笑
顔
、
そ
し
て
、
園
児
た

ち
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

の
心
和
む
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
楽

し
み
過
ぎ
て
、
見
送
り
の

際
に
は
お
じ
い
様
、
お
ば

あ
様
と
離
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
に
泣
き
出
す
園

児
の
姿
や
、
お
じ
い
様
、

お
ば
あ
様
の
涙
に
教
職

員
も
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
日
は
、
園
児
た

ち
が
作
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、
お
元
気

で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
な
が
ら
渡
し
て

い
ま
す
。
年
に
一
度
の
こ
の
よ

う
な
す
て
き
な
会
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

おじい様、おばあ様とゲームをする園児たち

コンクール会場の千葉県文化会館前にて

勉
強
漬
け
の
三
日
間
を
支
え
合
っ
て

八
月
十
六
日（
月
）か
ら
十
八

日（
水
）ま
で
、
筑
波
山
江
戸
屋

を
会
場
に
勉
強
合
宿
を
行
い
ま

し
た
。
二
学
期
最
初
の
実
力
テ

ス
ト
で
点
数
を
取
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
昨
年

度
は
、
中
学
と
高
校
は
場
所
も

日
程
も
別
で
し
た
が
、
今
年
度

は
中
高
合
同
で
の
実
施
で
し
た
。

中
学
と
高
校
が
そ
ろ
っ
て
活

動
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
中
学

は
自
学
自
習
が
中
心
、
高
校
は

講
義
が
中
心
と
い
う
形
式
で
学

習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
家
庭

で
は
な
か
な
か
勉
強
で
き
な
い

生
徒
も
多
い
で
す
が
、
環
境
が

変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
の

生
徒
も
集
中
し
て
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
で
は
、
三
日
間

で
二
十
二
時
間
以
上
の
学
習
時

間
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

早
起
き
を
し
て
、
朝
食
の
前
な

ど
に
自
主
学
習
を
し
て
い
る
生

徒
も
い
た
の
で
、
そ
う
い
っ
た

生
徒
は
さ
ら
に
多
く
の
学
習
を

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
普
段

以
上
に
頑
張
っ
た
こ
と
で
、
合

宿
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
か
な
り

疲
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
か
ら
は
達
成

感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
合
宿

後
の
学
習
に
も
、
こ
こ
で
学
ん

だ
習
慣
が
生
か
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
最
後
に
、
生
徒
の
感
想
文

を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
の
勉
強
合
宿
は
セ
ン

タ
ー
試
験
対
策
を
中
心
と
し

た
授
業
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
自

主
学
習
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、

ま
さ
に
勉
強
漬
け
の
三
日
間

で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策

と
い
う
こ
と
で
、
問
題
も
難
し

く
、
精
神
的
に
も
厳
し
い
合
宿

で
し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
み

ん
な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、

三
日
間
を
無
事
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
合
宿
を
通
し
て
、
学

習
内
容
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
勉
強
に
対
す
る
姿
勢

の
見
直
し
、
ク
ラ
ス
で
支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
ク
ラ
ス
全
体
で
お

互
い
を
支
え
合
い
、
磨
き
合
い

な
が
ら
勉
強
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
受
験
に
臨
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
二
年

古
内
怜
奈

七夕の笹竹が飾られた体育館

英語の授業に臨む生徒たち
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毎
年
実
施
し
て
い
る
夏
期
保

育
「
な
つ
の
よ
う
ち
え
ん
」
三
日

目
の
八
月
二
日（
月
）に
、
年
長

組
の
宿
泊
保
育
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
宿
泊
保
育
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
園
児
、
緊
張
し
て
い

た
園
児
、
不
安
感
で
で
き
れ
ば

参
加
し
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

た
園
児
な
ど
、
期
待
の
中
に
も

複
雑
な
心
境
が
お
母
様
方
の
情

報
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
十
五
時
を
過
ぎ
る
と
、

猛
暑
の
中
、
大
き
な
荷
物
を
持
っ

た
園
児
た
ち
が
次
々
と
登
園
。

玄
関
で
先
生
に
出
迎
え
て
も
ら

い
、
荷
物
の
整
理
を
終
え
る
と

す
ぐ
に
、
友
達
と
一
緒
に
い
つ

も
と
異
な
る
雰
囲
気
の
園
内
を

探
検
し
た
り
、
製
作
あ
そ
び
を

し
た
り
と
思
い
思
い
に
過
ご
し

ま
し
た
。
夕
食
の
時
間
は
全
教

職
員
が
一
緒
に
加
わ
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
食
べ
る
こ

と
で
徐
々
に
緊
張
感
が
ほ
ぐ

れ
、
い
つ
も
の
笑
顔
を
取
り
戻

し
て
い
ま
し
た
。

夕
食
後
は
、
い
よ
い
よ
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
す
。
火
の
由

来
や
大
切
さ
に
つ
い
て
の
話
を

静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
る
と
、

た
い
ま
つ
を
持
っ
た
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
の
登
場
。

み
ん
な
目
を
丸
く
し
、

口
を
開
け
た
ま
ま
の
驚

き
の
表
情
が
印
象
的
で

し
た
。
火
を
囲
ん
で
歌

を
歌
っ
た
り
、
先
生
た

ち
の
劇
を
見
た
り
、
連

発
打
ち
上
げ
花
火
を
見

た
り
と
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
育
室
に
入

り
、
手
際
よ
く
就
寝
準

備
を
済
ま
せ
て
布
団
に

入
っ
た
も
の
の
、
ホ
ー

ル
で
み
ん
な
で
寝
る
と

い
う
興
奮
も
加
わ
り
、
な
か
な

か
寝
つ
け
な
い
園
児
も
お
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
泊
ま
っ
た
翌
日
に

は
、
一
つ
の
こ
と
を
み
ん
な
で

協
力
し
て
取
り
組
む
大
切
さ
を

学
ん
だ
り
、
身
の
回
り
の
こ
と

を
自
分
で
す
る
重
要
性
を
学
ん

だ
り
と
、
心
身
共
に
成
長
し
た

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

宿
泊
保
育
は
、
園
児
の
安
全
、

健
康
管
理
面
で
も
神
経
を
使
い

ま
す
が
、
こ
の
経
験
が
園
児
た

ち
の
幼
稚
園
時
代
の
よ
き
思
い

出
、
心
の
財
産
に
な
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。

真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
、

八
月
一
日（
日
）か
ら
五
日（
木
）に

夏
期
保
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
園
児
た
ち
の
大
好

き
な
「
プ
ー
ル
遊
び
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

先
生
は
、朝
早
く
出
勤
し
て
、

園
庭
中
央
に
用
意
し
た
プ
ー

ル
に
水
を
張
り
、
水
質
検
査
用

の
薬
品
を
投
入
し
、
園
児
た
ち

が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
を

用
意
し
、
登
園
し
て
く
る
園
児

た
ち
を
迎
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
の
絵
柄
や
、
サ
ー
フ
ァ
ー

ス
タ
イ
ル
な
ど
の
思
い
思
い
の

水
着
を
着
用
し
た
園
児
た
ち
が
、

プ
ー
ル
の
中
に
飛
び
込
む
と
、

「
キ
ャ
ー
！
」「
ワ
ー
！
」「
先
生

シ
ャ
ワ
ー
か
け
て
」
と
楽
し
そ

う
な
笑
い
声
や
歓
声
が
聞
こ

え
、
ま
た
、
プ
ー
ル
の
外
で
は
、

先
生
が
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
水

の
輪
を
つ
く
る
と
、「
先
生
飛

ん
で
も
い
い
？
」
と
、
縄
跳
び

の
よ
う
に
水
跳
び
を
し

て
遊
ぶ
園
児
も
い
ま
し

た
。中

に
は
、
顔
を
水
に
つ

け
る
の
を
怖
が
っ
た
り
、

泣
い
た
り
し
て
い
る
年

少
児
も
い
ま
し
た
が
、
毎

日
水
遊
び
を
す
る
こ
と

に
慣
れ
て
く
る
と
、
教
師

や
友
達
と
水
を
掛
け
合

っ
て
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

年
長
児
に
な
る
と「
先
生
、

見
て
！
僕
、
水
泳
ク
ラ
ブ

で
白
帽
子
な
ん
だ
」
と
得

意
気
に
顔
面
を
水
に
つ

け
た
り
す
る
園
児
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
、
全
国
的
に
熱

中
症
に
な
る
人
が
多
く
出
て

い
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
プ
ー

ル
遊
び
を
し
た
後
で
も
、
水
分

を
十
分
取
る
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
プ
ー
ル

の
中
の
水
遊
び
で
は
、
ど
の
学

年
も
園
児
た
ち
の
目
は
生
き

生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

夏
の
幼
稚
園
は
、
す
い
か
割
り

大
会
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

花
火
、
お
泊
り
会
、
盆
踊
り
と
、

夏
し
か
で
き
な
い
経
験
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
教
職
員
一
同
で
、
園
児
た

ち
の
心
に
残
る
幼
稚
園
で
の

夏
の
想
い
出
と
な
る
よ
う
に
、

綿
密
な
計
画
と
実
践
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た

「
盆
踊
り
会
」

附
属
第
三
幼
稚
園

夏
の
よ
う
ち
え
ん

附
属
浦
安
幼
稚
園

秋
の
遠
足

（
年
中
・
年
少
組
）

多
摩
中
央
幼
稚
園

楽
し
か
っ
た

「
お
泊
ま
り
保
育
」

附
属
第
二
幼
稚
園

八
月
四
日
（
水
）、
盆
踊
り

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園

の
園
庭
の
真
ん
中
に
や
ぐ
ら
が

組
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
ち
ょ
う

ち
ん
に
は
明
か
り
が
と
も
り
、

そ
こ
へ
浴
衣
や
甚
平
を
着
た
園

児
た
ち
が
保
護
者
の
方
と
一
緒

に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
浴
衣

姿
の
先
生
た
ち
に
恥
ず
か
し
そ

う
に
挨
拶
を
し
た
り
、
う
れ
し

そ
う
に
浴
衣
を
見
せ
て
く
れ
た

り
、
い
つ
も
と
違
っ
た
園
児
た

ち
の
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

先
生
や
保
護
者
の
方
と
手
を

つ
な
ぎ
、
や
ぐ
ら
の
周
り
に
円

を
つ
く
り
、「
聖
徳
音
頭
」
で

盆
踊
り
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

や
ぐ
ら
の
上
で
は
先
生
や
、
有

志
の
保
護
者
の
方
や
卒
園
生
の

友
達
が
交
代
で
太
鼓
を
叩
い
て

く
れ
ま
し
た
。

休
憩
時
間
に
は
、
父
母
の
会

幹
事
の
皆
さ
ん
に
よ
る
模
擬
店

が
開
か
れ
、
園
児
た
ち
は
ヨ
ー

ヨ
ー
つ
り
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
を
し
た
り
、
光
る

お
も
ち
ゃ
を
買
っ
た
り
、
お

祭
り
気
分
を
味
わ
う
こ
と
も

で
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
音
頭
」

「
ド
ラ
え
も
ん
音
頭
」「
ポ
ケ

モ
ン
音
頭
」
な
ど
、
園
児
た

ち
の
好
き
な
曲
を
楽
し
く
元

気
に
踊
り
、
最
後
は
「
聖
徳

音
頭
」
で
締
め
く
く
り
、
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
し
て
二
十

二
年
度
の
盆
踊
り
会
を
終
え

ま
し
た
。

こ
の
盆
踊
り
会
で
夏
期
保
育

も
終
わ
り
、
長
い
夏
休
み
に
入

り
ま
し
た
が
、
け
が
や
事
故
な

く
、
九
月
か
ら
園
児
た
ち
は
元

気
な
笑
顔
を
見
せ
て
登
園
し
て

い
ま
す
。

園庭に登場したプールではしゃぐ園児たち

保育室で就寝する園児たち

お
い
し
く
っ
て
楽
し
か
っ
た

「
ポ
テ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
」

附
属
幼
稚
園

七
月
十
四
日（
水
）、
五
歳
児

は
友
達
や
家
族
の
方
々
と
一
緒

に
「
ポ
テ
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
使
う
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
、
ま
だ
四
歳
児
だ
っ
た

進
級
前
、
二
月
二
十
三
日（
火
）

に
二
十
世
紀
が
丘
の
畑
に
種
芋

を
植
え
、
百
三
十
三
日
目
の
梅

雨
明
け
間
近
の
七
月
五
日（
月
）

に
収
穫
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
活
動
は
、
育
て
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
を
喜
び
、
そ
の

芋
を
調
理
し
て
も
ら
い
、
友
達

や
家
族
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
園
児

た
ち
は
、「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ど
の

よ
う
に
育
つ
の
か
」
に
つ
い
て
、

絵
本
や
図
鑑
で
知
っ
て
い
て

も
、
実
際
に
土
に
触
れ
、
体
験

し
て
み
る
と
、
芋
の
な
り
方
や

大
き
さ
、
葉
や
茎
の
形
や
色
を

見
て
、
さ
ら
に
、
ダ
ン
ゴ
虫
や

ア
リ
等
に
も
出
会
い
、
新
た
な

発
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
園
児
た

ち
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
、
収

穫
し
た
時
の
思
い
出
を
ク
ラ
ス

ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

芋
が
大
き
く
な
る
様
子
や
掘
っ

た
時
の
こ
と
を
作
詞
作
曲
し
て

歌
を
作
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
を
考
え
て
踊
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
、
生
活
発
表

会
で
行
っ
た
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆

の
つ
る
」
の
リ
ズ
ム
遊
び
の
続

き
の
話
を
創
作
し
、
動
き
や
台

詞
、
そ
し
て
、
大
道
具
も
自
分

た
ち
で
作
り
、
発
表
し
た
ク
ラ

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
々
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ク
イ
ズ
に

参
加
し
、
優
勝
者
に
は
ポ
テ
ト

ク
イ
ー
ン
と
し
て
幸
福
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

や
芋
煮
、
ポ
テ
ト
ケ
ー
キ
、
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
等
に
変
身
し
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
お
い
し
く
頂
き
ま
し

た
。
長
期
に
わ
た
り
興
味
関
心

を
継
続
さ
せ
る
難
し
さ
は
あ
り

ま
し
た
が
、
自
然
体
験
が
少
な

く
な
っ
た
現
代
だ
か
ら
こ
そ
大

切
に
し
た
い
活
動
の
一
つ
に
な

り
ま
し
た
。

ジャガイモクイズに参加する保護者の方々

毎
年
、
年
中
組
・
年
少
組
の
秋

の
遠
足
は
、「
府
中
市
郷
土
の
森

博
物
館
」
に
行
き
ま
す（
今
年
は

十
月
十
五
日（
金
）に
実
施
し
ま

す
）。
二
学
期
は
、
園
児
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
が
多

く
、
そ
の
一
つ
が
秋
の
遠
足
で

す
。
春
の
遠
足
で
は
年
長
組
に

手
を
引
か
れ
、
お
世
話
を
さ
れ

な
が
ら
歩
い
て
い
た
年
少
組

も
、
秋
の
遠
足
で
は
自
分
た
ち

だ
け
で
歩
き
ま
す
。

当
日
は
園
バ
ス
に
乗
っ
て
行

き
ま
す
が
、
普
段
徒
歩
で
登
園

す
る
園
児
た
ち
は
何
日
も
前
か

ら
、「
幼
稚
園
の
バ
ス
に
乗
っ
て

遠
足
行
く
ん
だ
よ
ね
」「
何
回
寝

た
ら
、
幼
稚
園
バ
ス
に
乗
っ
て

遠
足
？
」
と
、
園
バ
ス

に
乗
れ
る
こ
と
が

う
れ
し
く
て
し
ょ

う
が
な
い
様
子
で

す
。
ま
た
、
園
バ
ス

登
園
の
園
児
た
ち

も
「
バ
ス
で
隣
に
な

る
と
い
い
ね
」「
一
緒

に
座
ろ
う
ね
」
な
ど

と
、
ク
ラ
ス
の
友
達

と
一
緒
に
乗
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
姿
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
ま
す
。

年
中
組
は
、
昔
の
建
物
を
見

学
し
、
昔
の
小
学
校
の
雰
囲
気

に
触
れ
た
り
、
現
在
の
建
物
と

の
違
い
に
気
付
い
た
り
、
散
策

を
し
な
が
ら
秋
の
草
花
を
発
見

し
た
り
し
ま
す
。
一
方
、
年
少

組
は
、
園
庭
よ
り
も
広
い
芝
生

広
場
で
思
い
切
り
遊
ん
だ
り
、

ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
し
た
り
、
と

ん
ぼ
を
追
い
か
け
た
り
し
て
秋

の
自
然
を
体
験
し
ま
す
。

園
児
た
ち
が
新
し
い
発
見
を

し
た
り
、
楽
し
い
経
験
が
で
き

る
よ
う
天
気
が
晴
れ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

収穫したジャガイモを料理しておいしくいただきました

さまざまな色柄の浴衣姿で園庭を彩る園児たち

府中市郷土の森博物館の芝生広場で遊ぶ園児たち
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『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
』

寄
付
者
芳
名
一
覧
平
成
二
十
一
年
九
月
〜
平
成
二
十
二
年
八
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

学
園
創
立
七
十
五
周
年
を
記

念
し
て
開
始
い
た
し
ま
し
た

「
東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
五

周
年
記
念
事
業
募
金
」
は
、
平

成
二
十
二
年
八
月
現
在
ま
で
に

一
、
九
一
六
件
の
お
申
込
み
を

い
た
だ
き
五
億
円
を
超
え
る

多
額
の
寄
付
金
と
な
り
ま
し

た
。
在
校（
園
）生
保
護
者
、
卒

業
生
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く

の
学
園
関
係
者
の
皆
様
か
ら

の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

累
計
一
〇
万
円
以
上
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
は
、
聖
徳
大

学
一
号
館
・
川
並
記
念

図
書
館
入
口
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
寄
付
者
銘

板
に
、
ご
芳
名
を
刻
銘

し
て
末
永
く
顕
彰
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。皆

さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
に
よ
り
、
聖
徳
大

学
一
号
館
は
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年

が
経
過
し
、
学
生
の
憩

い
の
場
、
そ
し
て
学
園
の
知
の

基
幹
と
し
て
最
大
限
に
活
用

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
の
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
や
、
幼
稚
園
の
遊

具
の
設
置
な
ど
教
育
施
設
・
設

備
に
も
寄
付
金
を
充
当
い
た
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
制
度
を
整

え
、
創
立
百
周
年
に
向
け
て
世

界
に
羽
ば
た
く
学
園
の
形
成
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
何

と
ぞ
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

●
取
引
業
者
関
係

（
一
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

有
限
会
社
セ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
社
長

山
口
　
光
男

様

（
一
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
石
本
建
築
事
務
所

代
表
取
締
役
社
長

石
井
　
誠

様

（
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

京
葉
ガ
ス
株
式
会
社

取
締
役
社
長

佐
久
間
　
信
夫
様

株
式
会
社
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役

荷
口
　
優

様

（
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
日
本
廣
告
社

代
表
取
締
役
社
長

川
相
　
貴
由

様

（
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

大
成
造
園
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
成
　
白
歩

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
小
川
防
災

代
表
取
締
役

小
川
　
一

様

株
式
会
社
創
美
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

山
形
　
晴
樹

様

日
月
警
備
保
障
株
式
会
社

代
表
取
締
役

濱
野
　
亘
秀

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

セ
ン
ト
ラ
ル
総
合
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

福
本
　
統
一

様

（
九
〇
、
〇
〇
〇
円
）

花
喜
園

代
表

花
木
　
常
明

様

（
七
〇
、
〇
〇
〇
円
）

有
限
会
社
こ
う
ゆ
う
企
画

代
表
取
締
役

坂
本
　
孝
一

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

高
橋
　
栄
二

様

荷
口
　
優

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

河
野
　
正
次

様

●
大
学
後
援
会
関
係

（
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

星
野
　
伸
之

様

（
二
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

t
橋
　
俊
行

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

田
代
　
和
子

様

（
一
一
六
、
四
〇
〇
円
）

湯
浅
　
勝

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

大
杉
　
和
枝

様

田
島
　
秀
行

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

岡
田
　
博
作

様

荷
口
　
優

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
田
島
ゆ
か
り

様

中
里
　
隆
夫

様

福
田
　
喜
一

様

前
田
　
昌
美

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

小
川
　
縁

様

菊
地
　
幸
子

様

鈴
木
　
二
三
哉

様

土
田
　
輝
明

様

中
井
川
　
廣

様

藤
田
　
佳
久

様

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

青
野
　
遵
一
郎

様

青
柳
　
尚
志

様

梓
　
常
雄

様

阿
部
　
伸
一

様

阿
部
　
信
也

様

天
内
　
憲
一

様

安
藤
　
和
典

様

池
田
　
直
喜

様

石
井
　
清
源

様

石
井
　
宏
太
郎

様

板
倉
　
博

様

市
場
　
義
一

様

伊
藤
　
信
一

様

今
西
　
義
明

様

今
福
　
龍
一

様

岩
舘
　
利
成

様

梅
澤
　
正
憲

様

大
木
　
忠
明

様

大
下
　
稔

様

大
谷
　
義
男

様

岡
野
　
弘
美

様

小
川
　
さ
つ
き

様

小
田
　
正
宏

様

小
野
　
賢
一

様

恩
田
　
和
良

様

柿
沼
　
清

様

柏
倉
　
謙
一

様

粕
壁
　
直
一

様

香
月
　
俊

様

金
井
　
春
樹

様

神
田
　
耕
一
郎

様

木
所
　
泰
之

様

木
村
　
栄
一

様

工
藤
　
博
美

様

向
後
　
喜
久
雄

様

小
金
澤
吉
之
助

様

小
嶋
　
道
則

様

児
玉
　
昭

様

小
林
　
謙
一

様

小
峰
　
進

様

近
藤
　
茂
樹

様

作
田
　
修

様

佐
々
木
　
一
春

様

佐
田
　
義
輝

様

柴
田
　
衛

様

白
子
　
達
男

様

鈴
木
　
徳
明

様

鈴
木
　
英
夫

様

須
藤
　
幸
二

様

瀬
尾
　
孝
志

様

関
根
　
俊
幸

様

関
屋
　
公
夫

様

芹
田
　
三
木
夫

様

t
橋
　
秀
一

様

t
橋
　
徹

様

竹
内
　
文
茂

様

武
田
　
和
幸

様

都
丸
　
正

様

長
島
　
昭
夫

様

長
島
　
道
代

様

仲
宗
根
香
代
子

様

中
山
　
孝
明

様

那
須
　
克
己

様

箱
崎
　
敏
雄

様

畑
田
　
弘
光

様

塙
　
隆
之

様

平
野
　
留
次

様

福
田
　
孝
子

様

福
田
　
順
万

様

藤
縄
　
正
春

様

古
川
　
勝
敏

様

古
谷
　
裕
一

様

穂
坂
　
孝
司

様

間
山
　
幸
夫

様

三
浦
　
和
人

様

皆
川
　
康
男

様

宮
下
　
敦

様

宮
田
　
敏

様

六
車
　
浩
二

様

森
　
和
矢

様

屋
代
　
幸
夫

様

安
岡
　
徹

様

澤
　
育
雄

様

山
口
　
博
文

様

吉
池
　
達
郎

様

吉
田
　
達
雄

様

吉
村
　
毅

様

渡
部
　
秀
雄

様

（
七
、
五
〇
〇
円
）

坂
田
　
英
雄

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

安
藤
　
榮
一

様

遠
藤
　
淳
一

様

長
田
　
守
弘

様

叶
　
正
良

様

小
山
　
光
二

様

櫻
井
　
秀
雄

様

佐
藤
　
清
治

様

田
宮
　
宏
子

様

千
代
　
正
夫

様

中
嶋
　
達
朗

様

馬
場
　
克
夫

様

福
井
　
英
人

様

山
口
　
隆
司

様

（
三
、
〇
〇
〇
円
）

品
川
　
進

様

（
二
、
〇
〇
〇
円
）

今
井
　
晴
美

様

●
大
学
院
生

（
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

佐
藤
　
明
恵

様

五
月
女
　
惠

様

●
聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所
連
続
講
演
会
関
係

（
一
八
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所

連
続
講
演
会
参
加
者
有
志
一
同

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

山
中
　
敏
子

様

（
三
、
〇
〇
〇
円
）

志
賀
　
純
一

様

（
二
、
〇
〇
〇
円
）

滝
口
　
智
久

様

（
一
、
五
〇
〇
円
）

徳
増
　
俊
重

様

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

伊
東
　
英
樹

様

斉
藤
　
徳
三
郎

様

町
田
　
法
博

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

羽
田
　
美
知
子

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

栗
原
　
三
郎

様

佐
藤
　
紀
美
代

様

t
那
　
謙

様

吉
川
　
勝
久

様

（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
塚
　
三
智
夫

様

t
橋
　
俊
行

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

相
澤
　
直

様

青
木
　
俊

様

飯
塚
　
正
人

様

石
井
　
学

様

石
田
　
晃

様

井
出
　
壱
也

様

桐
谷
　
博
美

様

九
津
見
　
誠

様

齋
藤
　
準

様

諏
佐
　
愛
蘭

様

高
野
　
忠
男

様

舘
　
敏
一

様

種
市
　
岳
志

様

長
瀬
　
馨

様

萩
原
　
憲
治

様

福
島
　
直
樹

様

宮
野
　
博
之

様

渡
辺
　
久
美
子

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

城
島
　
直
純

様

山
本
　
高
裕

様

●
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

志
井
田
　
美
幸

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

山
本
　
学

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

秋
田
　
数
男

様

榎
本
　
博
文

様

鳥
潟
　
佳
代
子

様

中
台
　
義
浩

様

西
浦
　
隆
男

様

林
　
茂
雄

様

柳
下
　
広
司

様

（
五
、
〇
〇
〇
円
）

岡
田
　
晋

様

●
附
属
小
学
校
関
係

（
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
後
援
会

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

有
限
会
社
キ
タ
建
装

代
表
取
締
役

古
川
　
康
雄

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

澤
元
　
俊
夫

様

眞
通
　
啓
圭

様

森
u

文

様

（
七
〇
、
〇
〇
〇
円
）

北
迫
　
茂
樹

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

大
野
　
竜
昭

様

鳥
海
　
淳
一
郎

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

天
野
　
孝
治

様

岩
井
　
清
一

様

小
野
寺
　
達
己

様

加
藤
　
義
和

様

山
村
　
陽
一

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

秋
本
　
茂
樹

様

大
畑
　
尚
紀

様

篠
田
　
麻
衣
子

様

森
　
明
弘

様

山
本
　
浩
史

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

井
出
　
壱
也

様

大
亀
　
浩
久

様

鈴
木
　
啓
純

様

田
中
　
政
道

様

中
野
　
正
一

様

中
村
　
誠
忠

様

松
尾
　
昌

様

油
井
　
教
子

様

渡
邊
　
裕

様

（
五
、〇
〇
〇
円
）

池
田
　
郁
雄

様

●
三
田
幼
稚
園
関
係

（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
父
母
の
会

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
村
　
健
太
郎

様

中
村
　
雅
紀

様

●
多
摩
中
央
幼
稚
園
関
係

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

柴
田
　
英
樹

様

●
附
属
幼
稚
園
関
係

（
四
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
父
母
の
会

様

（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

立
川
　
勉

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

今
泉
　
邦
彦

様

篠
宮
　
淳
一

様

本
島
　
太

様

●
附
属
第
二
幼
稚
園
関
係

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

平
岡
　
亮

様

（
四
〇
、
〇
〇
〇
円
）

菅
原
　
良
栄

様

（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
村
　
徳
宏

様

渡
辺
　
直
樹

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
直
樹

様

●
香
和
会
関
係

（
四
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
香
和
会
　
様

（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
山
　
み
ゆ
き

様

森
田
　
節
子

様

（
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
俊
子

様

（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

役
山
　
知
子

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

秋
元
　
泰
子

様

池
田
　
多
惠
子

様

江
口
　
志
保

様

大
塚
　
恭
子

様

倉
川
　
悦
子

様

槻
　
明
美

様

木
暮
　
由
喜

様

小
山
　
努

様

t
橋
　
美
智
子

様

田
部
井
万
希
子

様

西
川
　
寧
子

様

野
口
　
典
子

様

野
口
　
富
貴
子

様

濱
野
　
晶
子

様

本
間
　
美
登
里

様

牧
野
　
住
子

様

村
田
　
洋
子

様

山
田
　
昌
代

様

横
尾
　
可
奈
子

様

横
田
　
和
子

様

（
五
、〇
〇
〇
円
）

遠
藤
　
法
子

様

岡
野
　
紀
恵

様

土
井
　
聡
美

様

湯
浅
　
恵
子

様

（
三
、〇
〇
〇
円
）

鵜
野
澤
　
弓
代

様

●
聖
和
会
関
係

（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
康
子

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

海
老
原
　
啓
子

様

小
林
　
才
二

様

近
藤
　
ト
シ

様

中
山
　
哲
哉

様

西
内
　
好
子

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本
　
ツ
タ
子

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
邊
　
登
美
子

様

●
爽
和
会
関
係

（
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

片
岡
　
真
理
子

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

梅
田
　
千
嘉

様

小
柳
　
正
枝

様

佐
藤
　
典
子

様

中
平
　
沙
織

様

廣
瀬
　
智
子

様

（
五
、〇
〇
〇
円
）

家
次
　
愛
子

様

少
路
　
あ
ゆ
美

様

鈴
木
　
弘
子

様

高
橋
　
明
日
香

様

渡
邉
　
明
子

様

●
聖
朋
会
関
係

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

安
達
　
智
美

様

大
井
　
典
子

様

鳥
山
　
典
子

様

水
挽
　
広
美

様

（
五
、〇
〇
〇
円
）

柿
沼
　
利
依
子

様

瀬
崎
　
馨
理

様

●
教
職
員
関
係

（
五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

次
良
丸
　
睦
子

様

（
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

池
田
　
清
英

様

川
並
　
孝
純

様

山
川
　
智
恵
子

様

（
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

川
並
　
弘
純

様

川
並
　
光
昭

様

鈴
木
　
俊
子

様

山
口
　
富
彌

様

（
一
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

丹
野
　
正
隆

様

（
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

中
川
　
和
美

様

（
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
）

市
川
　
隆
一
郎

様

川
並
　
順

様

川
並
　
妙
子

様

川
並
　
珠
緒

様

川
並
　
麻
里

様

木
村
　
敬
子

様

桐
生
　
敬
子

様

坂
井
　
一
郎

様

志
賀
　
淑
子

様

白
u

け
い
子

様

高
橋
　
美
恵

様

津
田
　
満
璃

様

手
呂
内
　
利
之

様

仲
瀬
　
律
久

様

中
村
　
七
重

様

林
　
史
典

様

古
橋
　
和
夫

様

真
壁
　
哲
夫

様

村
井
　
靖
児

様

籾
山
　
弘

様

山
内
　
芳
文

様

s
田
　
安
伸

様

（
七
八
、
〇
〇
〇
円
）

東
　
敏
徳

様

（
六
〇
、
〇
〇
〇
円
）

井
村
　
た
か
ね

様

（
五
三
、
〇
〇
〇
円
）

大
野
　
泰
男

様

（
五
〇
、
〇
〇
〇
円
）

伊
藤
　
輝
子

様

大
竹
　
功
夫

様

神
本
　
忠
夫

様

手
島
　
勝
朗

様

長
野
　
雅
弘

様

（
三
三
、
〇
〇
〇
円
）

富
瀬
　
裕

様

（
三
〇
、
〇
〇
〇
円
）

秋
谷
　
四
郎

様

遠
藤
　
友
麗

様

木
村
　
常
在

様

原
田
　
義
也

様

宮
本
　
茂
樹

様

（
二
四
、
〇
〇
〇
円
）

沢
崎
　
真
史

様

（
二
〇
、
〇
〇
〇
円
）

石
井
　
功
一

様

加
納
　
和
孝

様

菊
地
　
貞
治

様

小
松
　
洋
子

様

関
根
　
剛
二

様

田
村
　
暉
昭

様

永
田
　
忠
博

様

林
　
政
彦

様

（
一
八
、
〇
〇
〇
円
）

椎
名
　
仙
卓

様

（
一
五
、
〇
〇
〇
円
）

小
宮
　
治

様

（
一
二
、
〇
〇
〇
円
）

一
ノ
瀬
　
喜
子

様

河
村
　
久

様

近
藤
　
弘

様

吉
田
　
眞
言

様

渡
邊
　
恒
雄

様

（
一
一
、
〇
〇
〇
円
）

楠
田
　
玲
子

様

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
　
教
職
員
一
同

様

（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
井
　
邦
男

様

伊
藤
　
妙
子

様

宇
佐
美
　
博
子

様

岡
田
　
耕
一

様

小
澤
　
幹
雄

様

片
山
　
世
紀
雄

様

川
井
　
一
美

様

尺
野
　
将
太

様

白
砂
　
昭
一

様

t
橋
　
か
ほ
る

様

田
中
　
真
紀
子

様

東
條
　
是
樹

様

中
村
　
裕

様

花
見
　
保
次

様

前
田
　
満

様

真
壁
　
坤
子

様

東
京
聖
徳
学
園
　
募
金
課
一
同

様

（
八
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

教
職
員
一
同

様

（
七
、
五
二
六
円
）

東
京
聖
徳
学
園
　
教
職
員
有
志
一
同

様

（
六
、
〇
〇
〇
円
）

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

教
職
員
一
同

様

（
五
、〇
〇
〇
円
）

天
野
　
暁
子

様

河
野
　
勝
美

様

聖
徳
大
学
附
属
第
三
幼
稚
園

教
職
員
一
同

様

（
六
、
八
三
七
、
〇
〇
〇
円
）

匿
名
希
望
者
合
計

累
計
　
　
一
、
九
一
六
件

五
七
二
、
四
七
五
、
六
二
三
円

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て

は
、掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二

年
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
ご
寄
付
分
の
み
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

教
職
員
給
与
天
引
者
は
平
成
二
十
二
年
十
二
月

お
申
込
み
分
ま
で
の
金
額
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

聖
徳
学
園
に
寄
付
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ
て
き
ま
す
。川並記念図書館入口の寄付者銘板

お
礼

■
お
問
い
合
わ
せ
先

■
東
京
聖
徳
学
園
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ．

〇
四
七
―

三
六
五
―

一
一
一
一（
代
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スbokin@

seitoku.ac.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.seitoku.jp/bokin/

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
募
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
付
金
が
二
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え
た
金
額
が
そ
の
年
の
総
所
得
金
額
な
ど
か
ら
控
除
さ

れ
、
所
得
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
、
聖
徳
学

園
へ
の
ご
寄
付
を
寄
付
金
税
額
控
除
の
対
象
と
し
て
指
定
し
て
い
る
場
合
、
個
人
住
民
税
も
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
際
に
は
、「
寄
付
金
受
領
書
」
お
よ
び
「
特
定
公
益
増
進
法
人

の
証
明
書（
写
）」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際
に
は
、
双
方
を
所
轄
税
務
署
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
配
者
指
定
寄
付
金
に
よ
っ
て
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
を
通
じ
、
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
法
人
税
法
上
、
そ
の
寄
付
金
の
全
額
を
損
金
へ
算
入
で
き
ま
す
。

ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て

お
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
ご
住
所
と
お
名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
募
金
係
よ
り
募
金
趣
意
書
、

払
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

法
人

個
人
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■聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子） ●お問い合わせ：0120-66-5531

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：047-392-8111（代）

s10月24日［日］ s11月7日［日］ s11月21日［日］ s11月28日［日］

学校説明会

入試対策説明会

s10月16日［土］
s11月13日［土］

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※詳細につきましては、お問い合わせください。

中学校 s10月24日［日］
s11月20日［土］

高等学校 普通科 s10月23日［土］
s11月21日［日］

音楽科

ゆったり見学・じっくり相談。秋のオープンキャンパス！
春先より定期的に開催してきた大学・短大のオープンキャン

パス、今年も残すところあと３回。秋のオープンキャンパスは、夏
の大規模な回と違い、じっくり落ち着いて相談・見学ができます。

s10月10日［日］ s11月14日［日］
s12月19日［日］
s11月6日［土］ s11月7日［日］

聖徳大学松戸キャンパス

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆さまの広報誌です。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https: //www.seitoku.ac. jp /gakuen / toiawase /frmpub

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

10.10.1 re（24,）

〒108-0073 東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
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（水） １２月 １日 

（土） １月２２日 
（木） １月２７日 
（日） ２月６日 

（木） １月２０日 

（月） １月１７日 
（月） １月１７日 

（火） １月１８日 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ （土） （水） １１月２７日 １１月１０日 

～ （金） （金） １月１４日 １月７日 

～ （木） 入試日当日 １月６日 

第1志望入試 

第１回入試 
午前 
午後（選抜クラス入試） 

第2回入試 
選抜クラス特待入試 
第3回入試 

推薦入試 

一般入試 

単願 

併願 

中
学 

高
校 

普通科 

推薦入試 

一般入試 

単願 

併願 音楽科 

または 

（月） １月１７日 

（火） １月１８日 
または 

（月） １月１７日 

（火） １月１８日 
または 

（月） １月１７日 

（水） １月１９日 
実技 

（水） １月１９日 
実技 

（月） １月１７日 

（火） １月１８日 
または 

（水） １月１９日 
実技 

（　　　　　） 各専攻コース 
吹奏楽コース 

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

（日） １２月５日 推薦・専願入試 
入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ （金） （金） １２月３日 １１月２６日 
（水） １月５日 第１回 

一般入試・学力特待選考 第２回 
第３回 

～ （水） （金） １月５日 １１月２６日 
（日） １月２３日 ～ （日） （金） １月２３日 １１月２６日 
（日） ２月６日 ～ （日） （金） ２月６日 １１月２６日 

中学 

（日） １月９日 推薦入試 ・ （金） （木） １７日 １２月１６日 
（日） １月１６日 一般入試 ・ （金） （木） １４日 １月１３日 

（木） １月２０日 千葉県受験生対象 
併願推薦型入試 ・ （金） （木） １４日 １月１３日 

高校 

平成22年度 入試日程

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

（火） １０月５日 内部入試 
入試日 願書受付期間 入試区分 

～ （水） （金） ９月２９日 ９月２４日 
（月） １１月 １日 一般第Ⅰ期 ～ （水） （水） １０月２７日 １０月２０日 
（土） １２月４日 一般第Ⅱ期 ～ （水） （木） １２月 １日 １１月２５日 

■聖徳大学附属小学校（共学）

（水） （木） ・ １０月２７日 ２８日 
入園面接 

三田幼 
選考日 願書受付 選考 園名 

（火） １０月２６日 

（火） １１月２日 （月） １１月 １日 
八王子幼 
多摩幼 

■聖徳学園三田幼稚園・八王子中央幼稚園・多摩中央幼稚園

（火） １１月２日 

入園面接 

附属幼 
選考日 願書受付 選考 園名 

（月） １１月 １日 
（火） １１月２日 附二幼 （月） １１月 １日 
（月） １１月 １日 附三幼 （月） １１月 １日 
（日） １０月３１日 浦安幼 （土） １０月３０日 

■聖徳大学附属幼稚園・附属第二幼稚園・附属第三幼稚園・附属浦安幼稚園

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・
音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

（土） １０月９日 

前期 

ＡＯ入試 
公募推薦入試 
保育科･保育コース推薦入試 
幼稚園・保育所園長推薦入試 
同窓会推薦入試 
特別入試 

A
入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

～ （木） （金） １０月７日 １０月 １日 
（土） １０月３０日 B ～ （木） （火） １０月２８日 １０月１２日 
（日） １１月２１日 C ～ （金） （月） １１月１９日 １１月 １日 
（日） １２月１９日 D ～ （金） （水） １２月１７日 １１月２４日 

（土） １月２２日 

後期 

ＡＯ入試 
公募推薦入試 
保育科･保育コース推薦入試 
幼稚園・保育所園長推薦入試 
同窓会推薦入試 
特別入試 

A ～ （木） （木） １月２０日 １月６日 
（日） ２月６日 B ～ （金） （月） ２月４日 １月２４日 
（土） ２月２６日 C ～ （木） （月） ２月２４日 ２月７日 
（土） ３月１２日 D ～ （木） （月） ３月１０日 ２月２８日 

前期 一般入試 
A
B

（日） １１月２１日 ～ （金） （月） １１月１９日 １１月 １日 
（日） １２月１９日 ～ （金） （水） １２月１７日 １１月２４日 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

内部推薦入試 
一般入試 
社会人入試 

一般入試 
社会人入試 C

（金・祝） ２月１１日 

（金・祝） ２月１１日 （土） ・１２日 
～ （火） （月） ２月 １日 １月１７日 ※ただし音楽文化研究科は 

B
（日） １１月１４日 

（土） １１月１３日 （日） ・１４日 
～ （木） （月） １１月４日 １０月２５日 ※ただし音楽文化研究科は 

入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

内部推薦入試 
一般入試 
社会人特別入試 
私費留学生特別入試 
一般入試 
社会人特別入試 
私費留学生特別入試 

C
（金・祝） ２月１１日 

（金・祝） ２月１１日 （土） ・１２日 
～ （金） （月） ２月４日 １月１７日 ※ただし音楽文化研究科は 

B
（日） １１月１４日 

（土） １１月１３日 （日） ・１４日 
～ （火） （月） １１月９日 １０月２５日 ※ただし音楽文化研究科は 

入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

〈博士前期課程〉

特別奨学生入試（科目試験方式） 

～ （日） （土） ２４日 １０月２３日 

～ （月） （土） ２４日 １月２２日 

～ （月） （土） ２４日 １月２２日 

地元密着特別奨学入試 

地元密着特別奨学入試 

ＡＯ入試 
（日） １１月２８日 

（日） １月２３日 

特別奨学生入試（センター試験方式） （日） 面接のみ １月２３日 

のうちの希望日 

（日） １０月３日 

特別奨学生入試 
（日） １０月２４日 

（日） １２月１２日 

指定校推薦入試 

（木・祝） １２月２３日 

後期 
A
後期 
B

前期 

前期 

公募推薦入試 

自己推薦入試 

地域特別推薦入試 

前期 

公募推薦入試 

自己推薦入試 

地域特別推薦入試 

後期 

後期 
※上記に加え音楽学部は実技も実施 

一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし A
※ただし音楽学部の実技等のみ 

入試日 

～ （水） （火） １１月９日 １１月２４日 

～ （土） （水） １２月 １日 １２月１８日 

～ （水） （月） ９月１３日 ９月２９日 

～ （火） （月） １０月４日 １０月１９日 

～ （火） （月） １０月４日 １０月１９日 

～ （木） （月） １１月２２日 １２月９日 

～ （火） （金） １月７日 １月１８日 

～ （金） （金） １月７日 １月１４日 

願書受付期間 入試区分 日程 

のうちの希望日 

のうちの希望日 

内部推薦入試 
一般入試 
学士入試※ 
社会人特別入試※ 

（日） １２月１２日 

（日） ２月２０日 

B

一般入試・学士入試※ 
社会人特別入試※ （火） ３月８日 D

C

入試日 

～ （木） （月） １１月２２日 １２月９日 

～ （水） （火） ２月 １日 ２月１６日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

願書受付期間 入試区分 日程 

～ （日） （土） ２０日 ２月１９日 のうちの希望日 

～ （水） （火） ９日 ３月８日 のうちの希望日 

～ （土） （金） ５日 ２月４日 のうちの希望日 

特別奨学生入試（科目試験方式） （金） ２月４日 

特別奨学生入試（センター試験方式） （金） 面接のみ ２月４日 全学 
※上記に加え音楽学部は実技も実施 

～ （日） （土） ２０日 ２月１９日 一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし B
※ただし音楽学部の実技等のみ 

～ （水） （火） ９日 ３月８日 一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし C
※ただし音楽学部の実技等のみ 

～ （土） （金） ５日 ２月４日 全学全学科統一入試（科目試験方式） 

全学全学科統一入試（センター試験方式） 
本学個別学力試験なし 
※ただし音楽学部の実技等のみ 

～ （月） （水） １月１９日 １月３１日 

～ （水） （火） ２月 １日 ２月１６日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

～ （火） （月） １０月４日 １０月１９日 

～ （火） （金） １月７日 １月１８日 

～ （火） （金） １月７日 １月１８日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

～ （月） （水） １月１９日 １月３１日 

～ （火） （月） １０月４日 １０月１９日 

～ （火） （月） １０月４日 １０月１９日 

～ （水） （月） ２月２１日 ３月９日 

～ （金） （月） ２月２１日 ３月４日 

入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

地区・ターミナル試験 

（日） 

（日） 

（金） 

１０月２４日 

１月２３日 

前期 

後期 

２月４日 全学 

私費留学生特別入試 
私費留学生特別奨学生入試 
帰国子女特別入試 
社会人特別入試 
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　　　　　　　特別奨学推薦入試 

（日） 

（土） 

（火） 

１０月２４日 

１月２２日 

A

B

３月８日 C

同窓会・後援会推薦入試 ～ （日） （土） ２４日 １０月２３日 

内部推薦入試 （金） １０月１５日 （金） １０月８日 

※ただし音楽学部のみ 

のうちの希望日 

のうちの希望日 

のうちの希望日 

のうちの希望日 

聖徳祭併催入学相談会

施設の詳細などは本学園HPでご覧いただけます。
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ
学生・教職員５,４００円～

卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉（1泊2食付）

聖徳大学オープンカレッジ 地域連携フォーラムを開催
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、地域連携フォーラム「地域の医療
を知る」を開催します。基調講演では「松戸における地域医療を考える」と題し
て、西村内科循環器科の西村健司氏にご講演いただき、パネルディスカッ
ションでは松戸の医療の各分野でご活躍の５名の先生に、松戸を中心とした
地域の医療の現状やあり方についてお話しをいただきます。地域の医療を知る
よい機会ですのでぜひご来場ください。

■地域連携フォーラム ～地域の医療を知る～
■日時：平成２２年１０月３０日（土）１３：００～
■場所：聖徳大学香順メディアホール（１号館）
■参加費：無料（予約制）

●基調講演：
「松戸における地域医療を考える」

講師　西村健司氏
●パネルディスカッション
司会・パネリスト
松浦信夫氏
（聖徳大学児童学研究所長）

お申込・お問い合わせ　　聖徳大学生涯学習課　　TEL.０４７（３６５）３６０１［直通］

●パネリスト 江原正明氏（松戸市立病院院長）
中村 淳氏（新東京病院副院長、

聖徳大学人間栄養学科客員教授）
和座一弘氏（松戸市医師会副会長）
岩井直路氏（松戸市立福祉医療センター

東松戸病院院長）
川越正平氏（あおぞら診療所院長）

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〈専門職学位課程〉（教職研究科）

B （日） １１月１４日 ～ （火） （月） １１月９日 １０月２５日 

C （金・祝） ２月１１日 ～ （金） （月） ２月４日 １月１７日 

D （日） ３月６日 ～ （火） （月） ３月 １日 ２月１４日 

現職特別 （日） ３月２７日 ～ （火） （月） ３月２２日 ３月７日 

入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

内部推薦入試 
一般入試 
社会人特別入試 
現職教員特別入試 

現職教員特別入試 

信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

長野県佐久市に学園のセミナーハ
ウス・かすが荘があります。そこから
車で1時間のところに「臼田宇宙空間
観測所」があります。ここは、惑星や
彗星に接近して観測を行う宇宙探査
機に向けて動作指令を送信したり、
探査機からの観測データを受信する

施設です。小惑星探査機「はやぶさ」とも交信していました。
直径64mの反射鏡を持つパラボラアンテナが設置されていま
す。ちなみに、松戸駅前にある「聖徳大学生涯学習社会貢献セ
ンター（大学10号館）」のビルの高さが70mです。

■通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

s10月16日［土］
10：00～12：00

s10月5日［火］
20：00～22：00

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

■聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

入試説明会・授業見学

昼の 夜の

s11月13日［土］

聖徳大学 通信教育部
児童学部
児童学科
人文学部
社会福祉学科 心理学科 英米文化学科 日本文化学科

聖徳大学短期大学部 通信教育部 保育科
聖徳大学大学院 通信教育課程
児童学研究科児童学専攻

〔博士前期課程／博士後期課程〕

※学校見学は、随時行っています（日・祝は除く）。

■１０月生願書受付期間（在学期間：10月1日～9月30日）

●選抜方法
（大学・短大）

出願書類の受付は、期間中は随時行っています。

願書受付期間
（大学・短大）7月1日～10月30日【必着】

※聖徳大学大学院通信教育課程10月生の受付は終了しました。
※平成23年度4月生の募集要項は、11月下旬より配布予定です。

書類選考のうえ入学を許可します。
（入学試験はありません）

※不許可の理由についてのお問い合わせには一切回答しません。

s

１０月生出願受付中！この秋からスタートするラストチャンス！

〈周辺の観光スポットご案内〉

巨大アンテナが山中に出現
臼田宇宙空間観測所
（佐久市上小田切大曲

1831-6）

■聖徳大学児童学部（女子）・人文学部（女子）・人間栄養学部（女子）
音楽学部（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

※は編入学試験のみ実施

１０月生出願受付中！この秋からスタートするラストチャンス！


